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取締役社長　小泉俊彰

　日ごろは、当社事業活動にご理解とご協

力を賜りまして、誠にありがとうございま

す。

　この度、２０１８年度（平成３０年度）

における当社の環境活動の取り組み状況、

地域社会とのコミュニケーション活動状況

等について取りまとめ、「環境活動レポー

ト２０１９」として発行することにいたし

ました。

　当社は、１９５５年（昭和３０年）１２

月、地元常磐地区の低品位の石炭を発電事

業に活用することを目的として設立され、

以来地元の皆さまのご支援・ご協力をいた

だきながら、電力の安定的・経済的な供給

に努めてまいりました。事業運営にあたっ

ては、環境保全を経営理念の一つとして掲

げ、大気汚染・水質汚濁の防止、騒音・振

動の防止など、環境保全に万全を期してお

ります。

　また、当社は低炭素社会の実現に向けて、

ＩＧＣＣ（石炭ガス化複合発電）実証機を

取得し、日本初の商業運転を行うとともに、

再生可能エネルギーである木質バイオマス

燃料を石炭と混焼する発電にも取り組んで

おります。

　昨年度を振り返りますと、当社にとって

主に３つの大きな動きがありました。

　１点目は、福島復興電源で、「勿来ＩＧ

ＣＣパワー合同会社」（出資：三菱商事パ

ワー、三菱重工業、三菱電機、東京電力ホ

ールディングス、当社）が推進している世

界最新鋭の石炭火力発電所（ＩＧＣＣ54.3

万kW機）は、２０２０年（令和２年）の営

業運転を目指して建設が進んでおります。

当社は、本年１月から当発電所の運転保全

業務（Ｏ＆Ｍ）の受託を開始いたしました。

　２点目は、昨年１１月に業務の効率化を

図るために組織改編を実施し、本社機能の

一部（人事・労務部門、経理部門）を勿来

発電所内に移転しました。

　３点目は、地元の皆さまからのご要望も

あり、昨年の１２月から発電所８・９号機

集合煙突ライトアップ「勿来ゆめライト」

をスタートいたしました。

　石炭火力につきましては、CO２の排出量

が相対的に多いという課題はありますが、

政府が昨年決定した「エネルギー基本計画」

にありますように、エネルギーをバランス

良く使用していくことが重要と思われます。

　今後も当社は、これまで培ってきた技術

と経験を活かし、発電効率の向上、燃料の

多様化、リサイクルなど、地域社会の一員

として環境保全に積極的に取り組んでまい

ります。引き続き皆さまのご指導・ご鞭撻

をよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　令和元年９月
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　常磐共同火力株式会社は、安全確保を最優
先に、良質で低廉な電力の安定供給を通じて
地域社会の発展に寄与するという、私たちの
使命および企業の社会的責任（ＣＳＲ）を着
実に果たし、お客さまである東北電力・東京
電力エナジーパートナー両社、地域や株主の
皆さまなどから信頼され選択される企業を目
指しております。
　本レポートは、当社における環境負荷低減
のための取り組み状況と実績、地域社会との
コミュニケーション活動状況について、紹介
することを目的に作成しました。

●対象期間
　2018(平成30)年4月～2019(平成31)年3月

●対象組織の範囲
　常磐共同火力株式会社
  ※本レポートにおける環境関連の項目は、勿来発電所に
　　ついてまとめております。

●発行日
　2019(令和元)年 9月

●問い合わせ先
　常磐共同火力株式会社
　勿来発電所　総務グループ
　　〒974-8223
　　福島県いわき市佐糠町大島20番地
　　TEL　0246-77-0211（代表）

●参考としたガイドライン
　「環境経営システム・環境活動
　　　　　　　　　レポートガイドライン」
　　　　　　　     （2004年4月　環境省）
　「温室効果ガス排出量算定・報告
　　　　　　　　　　マニュアル　Ver.2.4」
　     （2009年3月　環境省・経済産業省）
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